Cucumber mosaic virus isolated from Calanthe discolor by Inouye, N. et al.
地学研究 60:1-ll(1982)
エビネから分離された cucumbermosaicvirus
井 上 成 信 ･前 田年 額 ･光 畑 興 二
近年エビネ属 (Calanthe)の栽培が櫨んになるにつれ.ウイルス病の発生が多 く,これ
が大きな問題になっている.筆者らは1977年4月合致市水島で, エビネの薬に激しい退
色斑とえそ斑点を生ずるウイルス病の発生を認めた. このような病棟から病原ウイルスを
分離して性状を調べたところ,エビネでは未記録の cucumbermosaicvirus(CMV)で
あることが判明した.
CMVは世界に広 く分布し,多種類の植物に発生が認められ,しかも多 くの系統が報告
されているⅠ･2･4･519-J2･▲i,16･19~26). エビネから検出された CMVは既報の各種系統に比べ
寄生性や血清反応に特異性のあることが認められたので,本報吾はこれまでに得られたそ
れらの諸性質について記収したものである.
本来験を行うに当たり,エビネの紬全な実生市を捉供さiしたL仙大草出学珊園芸学放電助手田原TL.
武氏に観憶を蓑する.
実験材料および方法
供試ウイルスは1977年4月倉敷市水鳥で採来したエビネ (Calanlhediscolor)の病棟か
ら分離したものである. ウイルスの継代保存にはタ,iコ (WhiteBurley)と Nicoliana
glutilWSaを用いて温室内で行った.寄主市田を知るための供試植物はガラス室内で育成
し,13科51種の栢物を用いた.接磁源は病帖物葉をりん酸線衝液 (pH7.0)中で摩砕し
て調整し,汁液抜海は カーボランダムを用いた常法によって行った.接種結果の判定は
接種後20-30日頃までの病徴の有無を親祭したのも,Chenopodtum quinoaときに C.
amarlaniicolorやタバコを加えた他物への戻し接種で確かめた.7プラムシによる伝搬試
験は健全コマツナ上で飼育したモIt･アカアブラムシ(MyzusPersicae)杏,また接穂源植
物にはツルナの接種薬を,接種Wl一物には Datljl,aSlramonium とツルナを用いた.
粗汁液中での ウイルスの物理性試験にはタバコ (WhiteBurley)をウイルス源に,C･
quinoaを検定植物に用 いた.ウイルス拙汁液は病柴に10倍母の0･01M りん冊緩衝液
(pH7.0)を加えて肝砕し,ガーゼでろ過したのち,3,000rpm lO分間遠心し,その上清
を用いた.
ウイルス粒子の花節 (HU-12)観察は DN法による試料および純化試料について行っ
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た,純化ウイルスを家兎に4回静脈注射して抗血清を作成した.血清反応試親には木ウイ
ルス抗血清と CMV-Y 抗ln楢を用い, また抗原には部分純化した本ウイルス, CMV-Y
および Dendrobium からの CMV-D'3)を用い,寒天ゲル内拡散法によって行った.
乗 鞍 結 果
1. 自然発病エビネにおける病徴
エビ不の薬に広い退色斑を生じてその境非が連峰状を呈し,上部魁色斑上には多数のえ
そ斑点および糾い非脈えそが民ら,JrLた (PlateI,1).
2. 寄主範囲と感染植物の病徴
本ウイルスの布圭範8削ま広 く,供試した13科 51種のうち,10科30種に全身感染し,
8科19種に局部感染した.その結果は Tablelに示してある.重な寄主植物での病徴を
以下に記述する.
Table1.HostrangeorCalantFLO-isolateofcucumbermos'licvirus
susceptibleplantspecICS
Aizoaceae
Amaranthaceae
ChenopodiLICeae
Composllae
Cl･uClferae
CuCurbltaCeae
LegumJnOSaC
Orchldaceae
P(さdaHaCCEle
Solan.lCea(〕
TeLragoILZae･YPtTZSa
Gomphl･e17aglobosa,CelosiacrisLala
Betav7lga7･Jsvar.C7Cla,SpLMCiaoleracea
Cal,TldlJlaal･vCnSis,Calzstephuschinensis.LacLucasaELVa.Z川ma
eLegaT2S
Rapha7mSS〃/MLS*,Brassicara♪a*
CIiCTiTl‡SSC/it,tLS,CucurbltamOSChata.C.pepo
T/lg'taOlg!tlortて.Cassiaocc‡dentalLS
CalanlhebtcDlor,C.szlcboldu
Scsqm7Lm 川dT'C7Lm
NECOl7(川lLtObL2CtLm CVS.Samsul:Whlte Bur'ley,N.cleueland7L.
N.gL了｡ll'iOSa,N.rzJS/‡Ca,Petuma hybrlda*, DaluraslramoナilLナn,
LycopersICOT2CSCZjleTl/um,SolaTLum melo7gCP?a,CapsZCumaナITZlJLmVar･
algulosu刑,I-I_vnsL･yamzLSniger
Localsusceptib一ep一antspecies
Caryophylaceae DLantFuLSSuJ)eTbus
ChenopodlaCeae
Composi〔ae
CruCirerae
Cucurbitaceae
Gr'lminineae
LegunllnOSaC
Solanaceae
ChQlOPodI-LmZqtrlGrqltticolor,C.qulnOa
Helanlhusa†!nl川S
Brasst'carol)L2Var.komatsuna*
Cuc7(71ismeEoI,al`.conomoT2,C7JCurbtlal7〝.1'ma,CiJrulusv7!/garLS.
BcTtincasqccrfeγa
Zeamaps
Pl.u/TnWlzt･um,T/lC‡afaba,phaseolusvulgarlSCVS.KLITOSando:Top
Crop,VlgnaSCSq7JipedalSCVS.KLIrOdane-Sz11JakL-:Akadane-SalJakLl,
V.γadZa/a,Clyci7桝aA･
NicoLtαnasyLueslrts
JL'1号 研 究
Insusceptiblcplantspecies
LLlilLm longiflorlJm,TrifolumPraEense
*Infectedsymptomlessly,
エビネ ニ1)キエビネ 接也薬に退色艶点または淡い退色輪紋を生じた.退色空射まは
じめ1/'羊2mm火で,のち拡大して大きな斑紋となった.新穀には モザイク雌を生じた
(PlateI,2).
2)タカネ交配種 捷柾射 こ円形または輪紋の退色斑を生じ,その病斑上に不J/i全な長
形または紡錘形のえそ輪紋を生じた.退色BEは拡大して隣接のものとゆ合し,大きな退色
斑となった.新薬には退色斑を生じてモザイクとなった.
タバコ:1)WhiteBurley 接種非にほじ的径2mm大の退色斑点を生じ,Lたい
に拡大して隣接のものとゆ合した.また律10-20mm以上の退色リングを生じ,さらに
退色部の周辺が淡 く緑褐色となった.全身感染し,はじめ接概薬のTElI上1-2番目#･に拡
大性の退色斑点を生じた.退色斑点を中心とした緑色輸紋になるものがあった.上3番目
の新薬にははじめ葉脈透化および退色琉点を生じ,のち退色斑上に緑色斑点を残すモザイ
クとなった.退色斑の坑界がオーク薬症状を呈するものがあった.これらの泌淡は日数の
経過とともに軽微となった.いずれの輩も奇形を生じなかった.接種典の 卜4番口重より
上兼には病級を現-)-)さなかったが,その無病徽柴の戻し接種は陽性であった.
2)Samsun 接種薬にはじめ退色斑点を生じ,のち緑色輸紋となるものがあった.追
色斑が進み薬の全血が退色してくると,灰白色のえそ斑点が支脈に沿って連続して生じ,
不規川なえそ斑紋を形成した.全身感染し,蟻廠典の再上薬にはじめ非脈透化を生じ,の
ち退色斑紋となったが,典先の触全面との境界に淡鯨褐色瑞を生じた.接種糞の上2-3
番目薬には退色斑点 のちモ 'ー)-イク族を生じた.共の全両が退緑化して,濃淡がめだたな
くなり,さらに退色錨上に灰白色のえそ軌 ､LJ.を生じ,連続した不規川斑紋となった.いず
れの兼も奇形を作=.じなかっ/こ.接種難の上4番または5番目幸より上薬には病徴が現われ
なかった (PlateI,3)が,)JlAL接種は陽性であった.
N.glulmosa:抜髄葉に退色軌 烹を生じ,のち淡し､灰山色のえそ斑点を生じた.全身
感放し,はじめ律1-2mm大の退色成鳥を生し,のち拡大して淡いモザ ヤク琉となった
(PlateI,4).ときに集光に退色部の境界が逓性状となり,淡いえそ虫Eを生ずるものがあ
った.薬o)奇形は生じなかった.
D.Slramonium: 接秤薬に径1-1.5mm大の淡い退色斑を生じ,のちしだいに拡大
ゆ合し,2-3垂の退色輸紋を生ずるものかあった.全身感染し,はじめ径3mm大の退
色斑点または退色輪紋を生じ,のち拡大ゆこTL.淡いモザイク斑となった.紬い緑色紋に
よる不規則輸紋を生するものがあった (PlateI,5).
アズキ :抜髄集にはじめ径2mm大の淡い起巴軌 :えを生じ,のち拡大して律3-5mm
大になったが,その周 りは淡く不明瞭であった.全身感染し,_L葉に径1mm大の退色
斑点を生じた (PlateI,6).
3. 77うムシ伝輔
(1) 社用吸汁試験 モモアカアブラムシ (MyZuSPersiL:ae)を1時間絶食させたの
ち,椛病柵物上で,30秒 (探り),5分,lo介.4矧札 24時間数得吸汁させ,嫉梯植物
D.sLramonium葉上に1本当たり5匹ずつ移し,24時間吸汁させた後殺虫した.媒介虫
は病他物上で探り吸汁および5分間吸汁させることによってウイルスを伝搬した.
(2)接概吸汁試験 上記と同様絶食モモ7カアブラムシを揮掃抱物上で24相調捜得
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吸汁させた後,健全なツルナ染上に1本当たり5匹ずつ移し,30秒 (探り),5分,lo介,
1時間,4時間,24時間の接種吸汁させた後殺虫した.ウイルスを独得した77ラムシは
健全組物を5分間吸汁することによってウイルスを伝搬した.
以上の結果,本ウイルスはモモアカアブラムシによって非永続的に伝搬されることが認
められた.
4. 物 理 性
曜病タバコ(WhiteBurley)薬粗汁液中での本ウイルスの耐熱性は 65-70oC10分Hi.).
附希釈性は10-5-10~6,耐保存性は 16-32日(20oC)であった.
5. ウイルスの純化
タノくコ (Samsun)および 凡 ruslicaの病典を用い,Fig.1に示す方法で,本ウイル
スの純化を試みた.その結果,本ウイルスは凍結病糞を 0.5M citrate媛衡液 pH6･5
(0.1% TGA,0.0025M EDTA加用)で摩砕し,クロロホルム,PEG,TritonX1100で
処理後,分画遠心に よって純化された.病輩 1kg当たり約 150-250mgのウイルス量
が得られた.得られた純化ウイルス.試料の紫外線吸収曲線は max.258nm,min.242nm
であり,Amax/min-1･36,A260/280-1.69.てあった.
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6.血清反応試験
寒天ゲル内拡散法による血清LiJ,仁試畝の結果は Table2に小してある,純化ウイルス
を注射した家兎から得られた抗血清は,強大ゲル内拡散法で,本ウイルス抗原のいずれの
出:､lLもJF究
供試鎖圧 (濃度 1mg/ml,0･5mg/ml,0.25mg/ml)においても64倍茄釈まて反応した.
これに対し,CMV-Y 抗原は同ウイルス濃度でいずれも32倍h釈まで反応し,本ウイル
ス抗原より1段階低い反止他 を示 した.一方 CluV-Y 抗血相 ま,寒天ゲル内拡散法で,
CMV-Y抗原といずれの供試濃度において ら512倍希釈まで反応し,本ウイルス抗以トー二は
Table2･ Serologicalreac【10nSOfCMV-Catand
CMV-YwithCMV-CaトandCMV-Y anlisera
bygeldLfEusiontests
Concentrationof TiterLoantigen
mg/ml
CMV-Cal 1
O.5
025
CMV-Y 1
05
0.25
C M V -Cal C M V -Y
?
?
?
??
? ? ?
?
128 .,12
128 512
CMV-Cal:CMVfroITICalanLhc.
CMVIY :YelowstraLnOfCMV
いずjLの供託濃度でも128倍
帝釈まで反応 した.その結
果,両ウイルス抗原間に抗血
清の2段附希釈の反応差がみ
ら)した.
つ ぎ に C M V - Y 抗 血 清 に
対 す る C M V - Y , C M V - D お
よ び 本 ウ イ ノレ ス の 3 系 統 の
交叉反応を寒天ゲル 内 二 虫 拡
散法によって調べ た.その
結果,PlateII,8に みられ
るように,CMV-Y 抗原 と
CMV-D抗原とに生じた沈降
線は完全にゆ合連結し,同一抗原特異性をもっていることを示した.これに対し,本ウイ
ルス抗原の沈降線は CMV-Y および CMV-Dの両抗原の沈降線と完全にゆ合せず,後者
の2抗原に spurを生じた. このような反応結果から,本ウイルスと CMV-Y および
CMV-D との間に異唖抗原の存在することが認められた.
7. ウイルス粒子
病薬の DN法試料中には喝顕観察により,子TE30nm の球状粒子が認められた.また純
化標品を電顕観察したところ,径30nm の球状粒子が多鮎に認められた (PlateIl,7)I
8.CMV-Y 系統との干渉効果
1) 本ウイルスを第1次 ウイルスとして,CMⅤ-Y との干渉効果をとヤクニチソウで
の局部病斑数を用いて調べた.実験の結果は Table3に示してある.木ウイルスのモ
ザイク病射 二は2次ウイルス CMV-Y による局部病性が形成され,CMV-Y の感魚を完
全に阻止しなかった.その干
渉効果は40.7%で不完全で
あった.
2) 本ウイルスを第 1次ウ
イルスとして,CMV-Yとの
干渉効果 を タ/;コ (White
Burley,Samsun)に横磯し
全身-B斑症状によって調べ
た.その結果,木ウイルスの
モザイク薬に CMV-Y を鞍
60巻 (1982)
Table3.CL.OSSProtectionWIL'hCMV-Catand
C.MV-YdeterlTlinedbythe一ocalinocula･
tionmeH10d
Assayhost冨Ii;stsefrcuosnd 賢 ･?nn:S憲 ｡AoccA!
leaves
Pro亡ection
(,oo)
ZLnnia CMV-Y 5.55
eLegLTnS CMV-CatCMV-Y 329 40.7
CMV-Cat:CMVfrom Corlanihc.
CMV-Y :YelLowstrainOfCMV
種したタバコの新薬には,接種 1カ月後 CMV-Y特有の黄斑を生じ,干渉効果は完Jtで
なかった.
考 察
愈政市水島で1977年はじめて確かめられた兼に退色斑とえそ姓を生ずるエビネから分
離されたウイルスは,寄主範囲と病徴,アブラムシ伝搬,物矧 生,ウイルス粒子の形態お
よび血酒反応などの所見から cucumbermosaicvirusと同定された.
ラン科植物から CMVが検出されたという報告は Dendrobium に発生するものがあ
るに過ぎない5･6･14).ェビネから分離された本報の CMVは,非常に広い寄主範囲をもっ
ているが,タバコ棟では病微が軽微であり.またゴマ,D.slramonium に全身感染する
こと,さらに血清学的に抗原構造の差か認められることなど,Dendrobium からのCMV
(CMV-D)5)とは顕著な帖 蓮がみられる.
CMVは多種属の組物から分離され,しかも多くの系統が記載されている4･rJ･9-L2･15･16･19~
26'が,本ウイルスは,タバコ鼠 ゴマ,アブラナ科およびマメ科楢物などの寄主反応か
ら,普通系 (CMV一つ)3･8･10･‖),講斑系CMV-Y)20),黄色徴盛系(CMV-YM)23,マメ科系
(CMV-LE)9･TO･22.25),アブラナ系10･Ⅰ2･15･26),マメおよびアブラナ系9･10)とは明らかに異な
り,区別される.本ウイルスはタバコでの病故が軽微であることおよびゴマに全=勅感染し
てえそ斑を生ずることではタ/くコで記叔された畦症系 (CMV-C)10)と叛似しているが.ダ
イコン,コマツナなどのアブラナ科に寄生性があること,トウモロコシや N.sylvestrisに
全身感染がみられなかったこと, ダイズに局部感数することなどの寄主反応で CMV-C
と異なっている.
本ウイルスは これを1次ウイルスとしたとき,CMV-Y との干渉効果が不完全であっ
た.CMVの系統間で干渉効果が不完全である例は,CMV-Cと他の系統との間にあるこ
とが知られている21･23).本ウイルスはそのような干渉効果の点では CMV-Cに近似性
を示 している. しかし CMV-Cは血清学的には CMV-0,CMVIY,CMV-YM および
CMVIN (えそ系)とのF伽こ抗原性の差異が認められず,r'･1-抗原性を示すことが知られ
ているL3･23).本ウイルスは寒天ゲル内二重拡散法で CMV-Y との間に spurを生じ.輿
種抗原の存在が認められた.このことは本ウイルスが CMV-0,CMV-C,CMV-YM およ
び CMV-N とも血佑学的に差異のあることを,示唆Lているものと考えられる.CMV系
統間で血塘学的に違異のあることが知られているウイルスには CMVIY との間にみち′きし
るフキから分錐された CMVがある17.18'.しかしフキの CMVについては寄主抱囲や物
理性などの性状が詳しく報てI.･されていないので,これと本ウイルスとの矧司を論ずること
ができなかった.
以上のことから,本ウイルスは CMV-Cとタ/ミコでの病政の特徴や干渉効果の点で放
似性があっても,同一系統とすることは困難がある.寄生性,干渉効果,血清反応などの
結果から,本ウイルスは CMV系統間では特異な性状のウイルスのように考えられた.
ここにエビネに発生した CMVはェビネ系 (CMV-Cat)とし,エビネの病害名は斑紋モ
ザイク病としたい.
エビネに CMVの発生が確かめられたのは本ウイルスが 世界で最初であるれ アブラ
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ムシによって容易に伝搬されることから,今後各地の エビネ頂に発生す る耶 ヒ性が和 ､.
また発病すると被雪も大きく,観賞価値を著しく落すことになる.ここにエビネの究範な
品種 ･系統の健全株の保存,育成のためにも,本病の発生に十分狂意が必要である.
摘 要
1977年 4月魚放TFT水島で,エビネに激しい退色斑とえそ川を生ずるウイルス病の発牛を
認め, その病隙ウイルスを分離して同定甥斡む行ったところ,cucumbermosaicvirus
と同定された.
本鞘のウイルスは汁液政敵 こよって調べた 13科 51柾のうち,10科30掛 こ全身感染し,
8科 19確に局部感染した.本ウイルスはタ/;コに全身感染したが,接種薬 および接種の
直上位の 1-3番葉に軽いモザイクを生じた[川 ･病徴を現わさなかった.しかし無病微輩
の戻し接種は陽性であった.N･glulinosaにはモザイクを生じたが, 奇形は生じなかっ
た.ゴ7,7ズ車に全身感狼,ダイコン,コマツナに無病徴全身感染するなどの特徴がみ
られた.
本ウイルスはモモ7カアブラムシによって非永続的に容易に伝搬された.粗汁液中での
耐熱性は 650-700clo介,耐希･釈酎 ま10-5-10~6,耐保存性は 16-32日(20oC)であっ
た.ヒャクニチソウを用いた CMV-Y系統との干渉効果は40.7%で不完全であった.
病薬を0･5M citrate緩衝液 pH6.5(0.1% TGA,0.0025M EDTA 加用)で 唐砕
し,クロロホルム,PEG,TritonX-10 で 処理後,分画遠心によってウイルスを純化し
た.タバコおよび N.ruslicaの線種柄井から得られた CMV-Cal純化標品の紫外線吸収
曲線は極大値258nm,極小値 242nm であり, A260/280は 1.69であった.ウイルス粒
子は径 30nm の球状であった.
純化ウイルスを家兎に注射して力価64倍 (寒天ケル内拡散法)の抗血清が得られた.本
抗血清は,寒天ゲル内拡散法で,本ウイルス抗原と64倍まで反応し,CMV-Y とは 32倍
まで反応した.CMV-Y抗血潜を用いた CMV-Y と本ウイルスとの血清反応では CMV-Y
に spur'を埴じ,両ウイルス問に異種抗原の布TEが認められた.
エビネ屈での CMV の発生は未記録と考えられたので本病害の病名をエビネの席紋モ
ザイク病とした,
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地 学 研 囁
Cucumber mosaicvirus isolated from Calanthediscolor
NarLnOburNOtTYJT,T;1kとlnOrlM ＼LL川 a】ldKo)JMTSUHATA
Summary
ln1977.avlruSdiseasep【oduc)ngse＼relで SymPrOmSOrChlorosJS ElndnecrotlCSP〕rS
inCola,lhediscolororchid ＼′as obser＼′ed alKurEtShlkl,Japan. ThecausalvlrLISWas
Lransnli[【edbysap-Hl0CLllat)on [049oLl〔or5)specleSln12ouror 13(amllleS lesled,
SyslemlCllFec【ionWasobser＼′edinplantsor3()specleSln10hn1111eSlnC】LldingClLlanLhe
I,zcolor.C･sZgboLdu-NTCOL7ana/abacum,7､eLrag'JnL'ae.TPanSa,Vlg'7aa7guLarlSand CassLa
occLdenLaL乙･号･The ､′irLlS ､柑S SySlermcally l',lrenr1n Bra号S乙Caraf,a and LaclliCaSallV,1.
FaintmosaicsynlPtOnlS were Produced syslelmCEIH)′on1-3 olthe )eaves above[he
InoculatedleafofSamsunandWhiteRulleltobaccobutnosymptomsappearedonthe
orhe-leaves.Loca一les】onswereformedon-level-alspeciesinc)uding CucumlSme/0,N,
S.vLuesLrlS. T/LClaJbba,Chenoj,od7um amarlnlLrl)joy and Zedmoys.The v)ru≦ ＼′asalso
tl-anSmllledreadlrybyaph)ds(MyzuSPerSLCul,)inthenon･persistentmanner.Sapfronl
the leavesorWhlleBurleyrobaecoshoWIngl10SalCWas】nfectiveafterheallngforlO
nllnal65OCbutnotal70cc.Etflerdilultonto103butnot10~O, andaftert6-32da),sElf
20cc.UJlravioJelabsorplJOn SPeClrun10fplr絹cdvLruS PrePaT.alionshadanA260/28O
ratioofl.69.Thev)I.uSPaltlClesobservedlnkL汗-dipPreParatlOnSFrom dLSe'lSedplaltS
andjnPLmfiedpreparallonsWereroundlobesphel-ic<lJabout30nm lnd1･lme【er.
Crossp｢olecl10nOrthevirusagalnSLCMV-YslraLnOnSySlelllCallyInfectedlea＼'es
orZlnniaand S'lmSun tobaccoISnotCOmPl(,te.AnllSerum WithageldjFrusJOnlllerOr
I/64wasobtaLne(1r10Tl a rabbh injected Wlth thevluSlnlralmlSCularl1′. ThevlruS
leaCtedWlthCMV-Y antlSerUll.and,CMV-Y lでFICtedwiththevirusanlJSeI-unl.butthe
precLPllEltlOn bElnds behvLiCn the ＼rirusandCMV-Y showed a dlSllnCrSPul~reaClion.
From theseresults,thevlrLlSW<lS idenllRedascucumbermosalC＼′ir-us,thoughlt､V'lS
dJS【anrfrom o[hers【rItlnSOrCMV.ThLSistherl】-Srreportofcucumber mosalCVlruS
川fecrionoFCalanLhelnJnpnn.
60巻 (1982)
Sys[enlicsymptomsinCalanLheszebolduInducedbyCMV-CClllSOIate･
SystemlCSさ′mPtOmSln tobacco(mCOIT.andlabacum cv, SamsLIn)】ndLICedbv
CMV-CatlSOl,te.SymptolnSappearOnlyonthelowel-POrtionoH hleelea＼∫es･
LeClV(｢SOfloppoltion:lnrectedsy)lPL10tll】essIy.
4 SystenllCSymptomslndL-CedbyN.glulLnr)SETb),CMV-CこIl】solCre.
5 SystenliclilePatte川SlnI)aLLraS/romt'n川 ′=nducedb〉rCMV-°illlSOIatc
6 Syltenlicchlor()tlCSPOtS】nI/LgnLL LJ/lgJL/LH 川ヾdLlL.P(Ib)'CMV-(､Lli-solateL
10 打算･lF研 究
7 1⊃ul･1日edpal.ticlesofCMV-Caliso一ate.B'rtt-represcnls100nll･
8 Sp1-010glCaLreactionsOfthl-eeCMV iSulaLesloCMV-Y anliserL1m b) Llgargel
dLflus10nLesLAnllRen:Y-CM1㌧Y.CII-L.MV-Cal.L)-CMV fl.Om Dena'robLum.i)
A1日serWm(AS)toY-CMV-Y.
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